



花 田 順 信
(1)
わが国の近年における産業経済の発展はめざましく,国 民生活のあらゆる面に大きな影響を
およぼしてL>る。とくに産業構造の変化に伴 う,人 口の急激な都市集中化ならびに,マ ス ・コ
ミの浸透,交 通網の発達などによる農村の都市化からおこる生活の複雑多様化,生 活環境の激
変は児童の社会生活への適応を困難 にし,非 行の増加,交 通事故の増加をもたらす一因となつ
ている。
このような社会情勢のなかにあつて児童の社会性 を培い,児 童を健全に育成する,団 体活動
の果す役割があらためて注 目されるにいたつている。
ところで,わ が国の少年団体は,明 治以前,各 地にみ られた子ども組,子 ども連中に,さ か
のぼることができる。明治,大 正,昭 和にかけて,各 種の少年団体が結成 され,そ の 間,合
併,分 裂,統 合などを経て,今 日にいたつてv>る。現在活躍 してい る少年団体としては,ボ ー
イ・スカウト,ガ ール ・スカウト,青 少年赤十字,海 洋少年団,ス ポーツ少年団,交 通少年団
等多 くの団体があるが,そ れぞれ団体の設立目的の もとに結成され,独 自の集団目標と活動方
法をもつて少年の指導訓練を行なつてお り,少 年教育上に占めるその役割は高 く評価されなけ
ればならないが,こ れらの団体の活動と 「齟齬」をきたさず,し かも網羅的な団体であるとい
うことにおいて,地 域子供会は独自の地歩を占めてv>る のである。
地 域 子 供 会は,地 域のすべての子どもを全体 として健全に育成することを目標にするもの
で,町 内,字あるいはそれ以下の小単位の地域における近隣の子どもの遊び集団が組織化された
ものであるが,参 加児童の大部分は小中学校の学童,生 徒であるが,中 には幼児,高 校生,勤
労少年等が含まれてL>る ところもある。子供会は,昭 和40年9月 現 在,約15万9,000の 組 織が
あり,そ れに約697万 人の児童が参加してv>る。子供会の実際活動は,児 童の生活に即して遊
びが主体となつており,そ の他社会奉仕,文 化,ス ポーツ,レ クリェーション,生 産,学 習,
季節的行事等各種の活動が展開されている。廴・lD
しか しながら,子 供会を,単 なる児童の遊びの集団とい うことから組織的な児童福祉活動の
一環として把握するとき,子 供会は,学 校と家庭を結ぶ地域社会を接点として,児 童福祉の向
上をはかる機能集団として,学 校における計画的,家 庭におけるしつけ教育と相まつて,児 童
の人間形成の一翼をになうことになる。
児童の校外の生活指導は,こ れまで少年教育上かならずしも充分でなかつたが,社 会生活の
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対 策 性 と して,そ れ は救 済 的 内容 を意 味 し てL>る 。 不 良 非 行 問 題 が,社 会 問 題 に なつ て くる
と,「 子 供 会 を つ くつ て,不 良 児,非 行 児 を な くそ う」 と,Laう 意 識 が 先 行 し,こ の 施 策 的 目
標 を実 践 化 しよ う と努 め る。
この 子 供 会 は,児 童 を放 任 す る こと な く 「悪 い遊 び」 や 「悪v>友 だ ち」 か ら救 済 し,集 団 組
識 に よ る集 団行 動 を企 画 立 案 して ゆ く。 「よL>遊 び」 と 「よv>友 だ ち」 を探 求 す る た め の 「子
供会 」 をつ くろ うと努 力 す る,悪L>tFび,悪L>友 だ ち の代 替 的 な もの を求 め るが,は た し て子
供 会 が そ れ に答 え る理 念 的 な対 策 性 を もつ て い るで あ ろ うか。
第二 に,子 供 会 の教 育 性 に つ い て み る と,そ の 具体 的 内 容 は 「明 るい 子 ど も」 「じ ょ うぶ な
子 ど も」 をめ ざ した 集 団 行 動 を 目標 に して い る。 この教 育 性 は,問 題 児 を対 象 とす るの で な く,
一 般 の 児 童 を対 象 と してL>る
。 子 供 会 が 目標 に しや す い 「早 起 き し ま し ょ う」 「お手 伝 い し ま
し ょ う」 厂勉強 を しつ か りし ま し ょう」 と,v>つ た 個 人 的 生 活 の 規範 を,大 人 が 作 つ た子 供 会
とい う集 団 の 力 をか りて 啓 発 し よ う とす る。 これ ら は必 ず し も子 供 会 か ら注 文 され な くて も,
学 校 や 家 庭 か ら強 く要 望 され てい る こ とで あ り,そ れ も子 供 会 の 中 で 子 供 の 総 意 に も とつ い た
話 し合 い の結 果 で あれ ば別 で あ る。 子 供 会 が 「み ん な と仲 よ く遊 ぼ う」 と,い つ た こ と を 目標
に して,話 し合L>に よ る実 践 方 法 をみ い だ した ほ うが,子 供会 の 意義 に か な つ て い るで あ ろ う。
余 暇 利 用 と生 活 改 善 を め ざ した集 団 生 活 の具 体 的 内容 を もつ た組 織 的実 践 の プ ログ ラムが,
子 供 会 を よ り価 値 づ け,教 育 性 を もつ こと に な るで あ ろ う。
(3)
地 域 子 供 会 は,子 ど も会,子 ど も ク ラ ブ,少 年 団 な どの 名称 で呼 ば れ てL>る 。 これ ら子 供 会
の地 域 集 団 の型 態 は,大 き くは,町 会 型,PTA型,混 合 型,さ らに有 志 型 の 四種 類 に分 け ら
れ るで あ ろ う。(註2)
そ の い つ れ に して も,子 供 会 は町 内 に住 む一 般住 民,子 供 を もつ親,有 志 の人 々 に よつ て 支
持 され てL>る 。 これ らの 人 々 は,自 分 の 子 供 に対 す る教 育 的 見 識 を も ちあ わ せ てv>た と し て
も,組 織 的 集 団 と して の 子 供 会 につL?て は全 く素 人 で あ る。 町 内 会 やPTA各 種 団体 の代 表 的
役 員 は それ らの 功 労 者 で あつ て も,青 少 年 問 題 や 福 祉 関 係 につ い て は,ま ず 素 人 で あ ろ う。素
人 の 直 観 や 希 望 な ど は,と き に は当 を得 てい る と き も あ ろ うが,現 代 つ 子 とい わ れ る児 童 集 団
の 組 織 的 運 営 と活 動 方 法 につ い て は,不 得 手 で あ る。 さ ら に これ らの 人 々が,多 くは老 人 で あ
れ ば あ る程,青 少 年 の 集 団 教 育 に は,無 関 心 か 非 協 力 的態 度 しか も ち あ わせ てい ない 。 その 反
面,地 域 の 政 治 的 活 動 に は熱 心 で あつ た りす る。
町 会 役 員 の なか で も,子 供 会 づ く りを お こ な つ てい る例 は非 常 に多 い 。 町 会 とい う名 の も と
に,有 志 役 員 の 個 人 の 熱 意 にか か つ てい る子 供 会 活 動 とL>え る。
一 方 ,PTAの 地 域 活 動 と し て の子 供 会 の 多 くは,PTAの 校 外 生 活 指 導 委 員 会(校 外 補 導
委 員 会 と も呼 ばれ てい る)の 主 た る事 業 の一 つ と な つ てL>る 。 しか し,い つ れ の子 供 会 も予 想
以 上 に教 師 の協 力 が 得 に くい 。
又,も う一 つ の型 と して,町 会 とPTAが 混 合 的 に,地 域 の なか に子 供 会 が 存 在 してい る状
態 で あ る。 こ の よ うな 孑 供 会 は,地 域 の 熱 心 な 世 話 人 や,ボ ラ ン テ ィア リー ダー,町 会 やPT
Aの 限 られ た 人 々 に よつ て 支 え られ て い る。 しか し町 会 やPTAの 幹 部役 員 が積 極 的 に活 動 し
て い なL>。
子 供 会 を中心 と した地 域活 動 は,青 少 年 の非 行 化 防止,親 子 の 自主 的 活 動 の協 調 性 と 社 交







子 供 会 は,数 多 くの,し か も解 決 しに くい 問題 点 をか か え てL>る 。
第一 に,v>つ ど こで もv>わ れ る こ とで あ るが,リ ー ダー の不 足 をあ げ られ るで あ ろ う。 これ
は,現 状 の ま ま で は,お そ ら く半 永 久 的 に解 決 さ れ ない で あ ろ う。 もち ろ ん この こ と は 「少 年
団体 指 導 研 修 会 」 と,い う名称 の ものが 種 々 開催 さ れ て年 中行 事 化 し て きてい る。 しか し,思
う程 の 効 果 が あが つ てい る と は云 え なv>。 そ れ は なぜ で あ ろ うか 。 子 供 会 の た めの 直接 的 な 問
題 解 決 に なつ て い なL>こ と も一 つ の 事 由で あ る。 す な わ ち,子 供 会 の 概 念,プ ログ ラ ムの作 り
方,ジ ュニ ア ・リー ダー の 指 導,ゲ ー ムの技 術 とい つ た こ と を研 修 内 容 と して と りあ げ てみ た
と こ ろで,子 供会 が最 も必 要 と して い る基 本 的 で初 歩 的 な運 営 組織 の 子 供会 づ く りに は なつ て
い な い。 講 習会 は,子 供 が集 まつ た と きの方 法 論 的 な研 修 が主 とな つ て お り,子 供 をどの よ う
に集 め,構 成 メ ンバ ー を ど の よ う にす るか 。(子 供 と一 口 にい つ て も小 学 一 年生 か ら中学 三 年
生 まで を構 成 員 とみ な した り,又 は幼 児 か ら高 校 生 まで を構 成 員 とす る子 供 会 が で きて くる。)
(京 都 市 にお け る子 供 会 に関 す る調 査 資 料 参 照)
リー ダー にな る大 人 や 親 た ちが,他 の 大 人 や 親 た ち,あ るい は子 供 の リー ダー と,ど の よ う
に連 絡 し協 同 しあ い,活 動 しあ つ て ゆ くか,と 云 う問題 に つ い て は,実 践 的解 決 をみい だす こ
とが で きな い か らで あ る。
事 実,子 供 会 は,熱 心 な マ ニ ア 的 な人 々 に まか せ た ま ま に な つ てL>る 。 又,ジ ュニ ア ・リー
ダー の育 成 も十 分 で は ない 。 こ う して,リ ー ダ ー の問 題 はい つ まで た つ て も解 決 され ない ま ま
で あ る。
第 二 の 問 題 は,子 供 会 の 運 営 は,ど こ まで も,子 ど もた ちの 自治 に まか せ るの で あ つ て,大
人 は側 面 的 援 助 者 で な け れ ば な らな い 。 子 ど もた ち 自身 の手 に よつ て,そ の 自主 性 や協 同性 を
見 出 さね ば な らなL>。 しか し,と か く大 人 の子 供 会 で あ つ た り,大 人 の考 え に よ る行 事 の お し
つ け の 子供 会 で あ つ た りす る。
筆 者 が 京 都 市 北 区 待 鳳 学 区 の小,中 学 生450名 を対 象 と して,子 供 会 に関 す る ア ン ケー トを
どつ た 中 に,は つ き りこ の点 に つい て指 摘 さ れ てL>る 。(註3)
さ らに,子 供 会 自体 か ら の 問題,要 求,希 望 な ど ほ と ん ど無 視 さ れが ちで あ る。 子 供 会 の活
動 は,構 成 員 の ニ ー ドに即 し た活 動 で な けれ ば永 続 性 が 生 じて こ ない 。
前 述 で 指 摘 した 様 に構 成 員 が 小 学 一 年 生 か ら中 学 三 年 生 まで を遊 び,ス ポ ー ツ活 動,文 化活
動 等一 様 に 活動 範 囲 の 中 に包 含 してL>る 。
子供 会 の 活動 は,グ ル ー プ ・ワー クの原 則 に従 い,7,8人 か ら14,5人 程 度 の人 数 と,年 令
的 に は11才 頃 まで の ギ ャ ング ・エ イジ の 自然 発 生 的 な集 団 を,そ の ま ま単 位 集 団 と し,数 単 位
の集 団 をま とめ て,地 域 子 供 会 を ま とめ て ゆか ね ば な らない 。 中学 生 以 上 は ク ラブ活 動 的 なサ
ー クル 的 な方 向 に ま とめ て ゆ くべ きで あ る
。
第 三 の 問 題 は,大 人 や 親 た ちの 感 情 問 題 で あ る。 地 域 の 住 民 同 志 の 感 情 の もつ れ は,ど うす
るこ と もで き ない と きが あ る。 又,親 た ちの わ が 子 に対 す る近 視 眼 的 な 児 童 観 あ るい は,地
域 観 が,子 供 会 を左 右 して し ま う。 ま た,子 供 同 志 の 感 情 的 な問 題 もあ る。 い ろL>ろ な 人 間感
情が,あ る地 域 的 雰 囲 気 と なつ て 現 わ れ,子 供 に とつ て好 ま し くなL>結 果 にな つ て し まつ て い
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る こ とが 多L>。
第 四 に,子 供 会 の 必 要 性 は,関 係 機 関 や団 体 で,か な りつ よ くと りあ げ られ てL?る 。 し か
し,地 域 福 祉 行 政,乃 至,地 域 福 祉 活 動 を推 進 し て ゆ くた めの 啓 も う的 な提 案 内 容 だ け な ら
ば,そ れ ほ ど大 きな 効 果 を期 待 し に く くな る。 その た め 受 け と る町 会 やPTA等 に とつ て は,
子 供 会 づ く りや 育 成 を 「ど うや つ て ゆ けば よい か 」 とい う問 題 に はな らなL>。 また,子 供 会 の
責 任 の 所 在 が,い つ も不 明 確 で あ る。 な ん ら の権 限 も権 力 も,も つ て い なL>。
子 供 の リー ダ ーが い なv>,遊 び 場 が なL>,経 費 が ない,施 設 が なL?。 まつ た く 「なL?なv>ず
くし」 で あ る。 さ さや か な要 望 の解 決 さ え むつ か しい の で あ る。 地 域 の 実 情,子 供 会 を育 成 す
る母 体 集 団 なv>し 他 の団 体,子 供 会 あ るい は子 供 自身,そ の他 多 くの 関 連 的 事 項 をふ くめ て,
問題 は つ きなL>の で あ る。
子 供 会 の問 題 は,い ろい ろ の 角度 か ら研 究 され,子 供 会 は子 供 の問 題 と し て放 置 され る こ と
な く,み ん な の 問題 と して 真 剣 に と り くん で ゆ か な け れ ば な らなv>。
又,子 供会 に 関 す る研 究,子 供 会 に 関 す る文 献 資料 は い た つ て少 なL>。 子 供 会 関 係 の調 査,
資 料,文 献 等 の充 実 拡 張 も又,さ し迫 つ た,重 要 な 間題 で あ る。
む す び





がな り,職 業的でな く本職の余暇に,社 会的にいろv>ろ広L>経 験のあるこのような有志指導者
が専門指導者のよき協力を得て行 うときに真の地域福祉の実現をみるものである。
それと同時に子供の健会育成の指導体型の一環として,是 非,ジ ュニヤ ・リーダーの養成に
努めなければならなL>。 しかし,ジ ュニヤ ・リーダーの養成は,あ くまで,一 つの会の中の,
少年集団の班長クラスの育成であり,そ の資質の向上によつて班活動の円滑化を図 る に あ つ
て,成 人指導者の肩替 りのための対症療法的のものであつてはならなv>。




だ会員の父母,或 は指導者だけの集 りでなく,そ の地域社会で子どもに関係のある良識ある人
たち,即 ち児童委員,児 童福祉司,保 護司,学 校教育関係者は勿論のことその地域におけるあ
らゆる団体が進んで加入参加 して,地 域 ぐるみで育成援助 を図 るべ きである。 しか しなが らこ
れら育成会が熱心であればある程,と か く指摘 されるように大人の子供会であつたりして,前
面にでることは子 どもの自主性 を伸すうえにおいて好 ましいことではない。 とかく子供会の性
格がすつきりしなL>の は子どもの自主的組織であるべ き子供会に,成 人の指導組織である育成
会があまりにも密着 しす ぎることと,ま た子供会の指導にあたる者の役割が未分化なことであ
る。 この指導者の役割分担が明確になされることによつて子供会の継続的発展がのぞまれるの
である。育成会は,子 供会の背後にあつて,子 供会の活動を促進する条件整備にあた り,或 は
成員である成人の相互教育的機能 を果すことが望 ましい姿であり,直 接子供の集団である子供
会のなかに入 りこみ,そ の運営に細大 もらさずタツチするのは,子 供の健全な自主性 を培 うこ
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とには な らなvaの で あ る。 この よ うな 役 割 は,い わ ゆ るジ ュニ ア リー ダー に,そ の指 導 を委 ね
るこ とが,子 供 会 を少 年 集 団 と して 位 置 づ け る道 で あ る。 社 会 の 大 人 た ちは,遠 くか らあ た た
かい 眼 を もつ て,間 接 的 な しか も周 到 な 注 意 と助 言 を与 え る こ とが 必 要 で あ ろ う。 さ ら に,子
供 た ちの グル ープ が,健 全 で 楽 しい 集 団 行 動 を 自由 にか つ 安 全 にや れ る よ うな施 設 の充 実 と環



































































































主劇 羣T犠 響覊 覊 雲 民間有劃 その他 計
実 数i39,529 4,845 34,113 3,701 3,816 86,004
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子供会等 の行政区別小 ・中 ・高校内訳
表2
＼1北i上 京1中 京 下 京1南 左 京 東 山 右 京 伏 見1計















































全 市 合 計13・ 町349町}34・ 町3・ ・町23・ 町167町 ・・4町65町36町112町13町11・ 町 ・・町18町1
%7.2・9.519.・ ト17312.89.35.83.62.・0.60.70.60.6旨1・ ・
表4










































5年 61 54 115
6年 65 60 125




1年 53 48 101
2年 52 57 109
小 副1・5 105 210
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あなたの町内に子供会が あ りますか。 (は い)(い い え)
子供会に入会 していますか。 (は い)(い い え)
子供会に興味があ りますか。 (は い)(い い え)
イ.子 供会に興 味のあった ものを記入 して下 さL>。
ロ.子 供会 に興 味のなか った ものを記入 して下 さL>。
次の どんな種類 の ものをや りたい ですか。
① 野 球 ② ハイキング
⑤ 見 学 ⑥ 水 泳
⑨ 剣 道 ⑩ 柔 道
③ レコー ドコンサー ト
⑦ スケー ト




イ.(5)に つL>て 子 供 会 で や りたい 。
ロ.(5)に つL?て の グル ー プ で や りたL>。
ハ .(5)に つい て毎 日曜 日に や りたい 。
二 .(5)に つい て 毎 月 一 回 に や りたL>。
ホ.(5)に つL>て 希 望 を記 入 して 下 さL>。
へ(5)に つ い て 指 導 して下 さい 。
ト.(5)に つ い て 自分達 で や りた い 。
チ.(5)に つL>てL>つ 頃 か らや りた い 。
(A)新 学 期 か ら(B)夏 休 み(C)そ の他
子供会につv>て 意見のある方は どんな ことで も記入 して下 さい。
意見( )
表2
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里予鎮 讐 修 相




























ど こか につ れ て ほ しL>。
子 供 会 をつ くって ほ しL>。
もっ と子 供 が 集 って ほ しL>。
お も しろ く,た の しい子 供 会 に して ほ しい 。
行 事 の 回数 をふ や して ほ しL>。
もっ と話 し合L>を して ほ しv>。
遊 び を た くさん に して ほ しい 。
ハ イ キ ン グや 社 会 見 学 を したい 。
興 味 の あ る会 に して ほ しい 。
大 人 が 大変 う るさv>。
興 味 が ない 。
友 達 に なれ 多,皆 一 緒 に あ そ べ る会 に。
会 合 は夜 で なL>方 が よL>。
そ の他 。
















面 白 く,た の しL>会 にしてほ しL>。
中学生 を中心に行事 をしてほ しL>。
みんなが もっと協力 してほ しL>。




私達 の意見 を くんで ほ しL>。
会 費が高い。
お盆に金 を使L>す ぎる。
社会見 学等 を もっと してほしv>。
子供会 をつ くってほ しい。
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